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こ
の
素
朴
な
疑
問
は
、
き
わ
め
て
簡
単

の
よ
う
に
見
え
る
が
、
な
か
な
か
の
難
題

で
あ
る
。

日
本
考
古
学
協
会
で
は
、
一
八
七
七（
明

治
一
〇
）
年
の
東
京
都
大
森
貝
塚
の
発
掘

調
査
を
も
っ
て
日
本
に
お
け
る
考
古
学
の

始
ま
り
と
し
て
、
盛
大
な
行
事
な
ど
を

行
っ
た
。
そ
う
す
る
と
、
本
年
は
日
本
考

古
学
に
お
い
て
、
一
四
〇
年
に
あ
た
る
こ

と
に
な
る
。

昨
年
の
世
界
考
古
学
会
議
京
都
大
会
で

は
、
濱
田
耕
作
（
一
八
八
一
～
一
九
三
八

年
、
号
は
青
陵
）
が
、
京
都
大
学
に
お
け

る
考
古
学
講
座
を
開
始
し
た
一
九
一
六

（
大
正
五
）
年
を
日
本
考
古
学
の
開
始
年

と
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
遡
っ
て
、
徳
川
光
圀
（
一
六
二

八
～
一
七
〇
一
年
、
水
戸
藩
第
二
代
藩
主
）

に
よ
る
栃
木
県
上
侍
塚
・
下
侍
塚
古
墳
の

学
術
的
発
掘
調
査
を
行
っ
た
一
六
九
二

（
元
禄
五
）
年
を
も
っ
て
、
そ
の
始
ま
り

と
す
る
と
い
う
意
見
も
あ
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
近
代
考
古
学
の
理
論
に
立
っ
て

お
ら
ず
、
古
物
探
求
（
古
物
趣
味
）
と
も

言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
古
代
の
那
須

国
と
そ
の
支
配
形
態
を
知
る
た
め
と
す
る

調
査
目
的
を
定
め
、
検
出
遺
物
な
ど
の
詳

細
な
図
面
を
絵
師
に
描
か
せ
、
上
梓
さ
れ

て
は
い
な
い
が
、
あ
わ
せ
て
文
字
に
し
た

記
録
を
作
成
し
、
さ
ら
に
は
出
土
品
を
頑

丈
な
木
箱
に
周
到
に
詰
め
再
び
地
下
に
埋

納
す
る
と
い
う
手
法
が
と
ら
れ
て
い
た
。

目
的
の
立
証
、
調
査
手
段
と
結
果
の
記
録

な
ど
は
、
今
日
の
考
古
学
の
研
究
手
法
と

共
通
す
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。
そ
の

後
の
大
名
に
よ
る
古
物
研
究
に
影
響
を
及

ぼ
し
た
こ
と
は
想
像
す
る
に
難
く
な
い
。

一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
九
月
一
三

日
に
設
立
さ
れ
た
わ
れ
わ
れ
の
橿
原
考
古

学
研
究
所
は
、
幾
度
の
変
遷
は
あ
っ
た
が
、

明
年
に
八
〇
周
年
を
迎
え
る
。
そ
の
六
月

一
六
日
に
は
、
八
〇
周
年
式
典
な
ど
を
予

定
し
て
い
る
（
設
立
記
念
日
の
九
月
一
三

日
前
後
で
は
、
式
典
の
日
が
と
れ
ず
六
月

と
し
た
）。

も
と
も
と
橿
原
神
宮
の
神
域
拡
張
工
事

の
過
程
で
多
く
の
出
土
品
が
あ
り
、
そ
の

発
掘
調
査
事
務
所
と
し
て
橿
原
考
古
学
研

究
所
は
設
立
さ
れ
た
。
一
九
四
〇
（
昭
和

一
五
）
年
に
は
橿
原
道
場
（
県
立
橿
原
公

苑
の
前
身
）
が
建
設
さ
れ
、
神
域
を
森
林

と
し
、
運
動
施
設
を
併
設
し
、
日
本
文
化

を
知
る
た
め
の
大
和
国
史
館
、
橿
原
文
庫

な
ど
が
整
備
さ
れ
た
。
橿
原
考
古
学
研
究

所
も
発
掘
調
査
に
対
応
す
る
臨
時
の
組
織

か
ら
、
常
設
の
研
究
所
と
な
っ
て
い
っ
た
。

そ
の
後
、
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年

の
敗
戦
を
へ
て
、
昭
和
三
〇
年
代
ま
で
は
、

な
か
な
か
文
化
施
設
の
再
組
織
化
・
整
備

に
は
手
が
回
ら
な
か
っ
た
。
橿
原
神
宮
周

辺
で
も
運
動
施
設
の
整
備
が
先
行
し
た
。

そ
の
後
、
橿
原
考
古
学
研
究
所
附
属
博
物

館
開
館
が
あ
り
、
橿
原
文
庫
は
県
立
橿
原

図
書
館
を
経
て
図
書
情
報
館
へ
移
設
さ

れ
、
研
究
所
は
平
成
に
な
っ
て
か
ら
新
庁

舎
建
設
が
行
わ
れ
た
。

畝
傍
山
東
麓
の
一
九
四
〇
年
に
始
ま
る

豊
か
な
森
林
、
運
動
施
設
、
考
古
学
研
究

所
が
三
位
一
体
と
な
っ
て
、
歴
史
を
知
り
、

歴
史
を
楽
し
む
フ
ィ
ー
ル
ド
を
形
成
し
て

い
る
。
我
々
も
研
究
所
及
び
博
物
館
の
研

究
水
準
向
上
と
そ
の
成
果
の
県
民
へ
の
還

元
を
は
か
っ
て
い
く
努
力
が
必
要
で
あ
る
。

研
究
所
八
〇
周
年
は
、
こ
れ
ま
で
の
歴

史
の
顕
彰
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ら
に
飛
躍

を
は
か
る
年
で
あ
る
。
所
員
及
び
関
係
者

の
み
な
さ
ま
の
ご
尽
力
を
賜
り
た
い
。

日
本
の
考
古
学
は
い
つ
始
ま
っ
た
の
か
？
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一
、
は
じ
め
に

奈
良
盆
地
内
の
弥
生
時
代
墓
制
に
お
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
平
地
に
お
け
る
方
形
周

溝
墓
は
数
多
く
知
ら
れ
、
そ
の
傾
向
も
ほ

ぼ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
丘

陵
上
に
築
か
れ
、
古
墳
の
立
地
に
共
通
す

る
墳
丘
墓
は
奈
良
盆
地
内
部
に
お
い
て
は

き
わ
め
て
少
な
い
と
い
う
実
態
が
あ
る
。

広
陵
町
黒
石
一
〇
号
墓
は
馬
見
丘
陵
の

東
南
部
に
所
在
す
る
数
少
な
い
弥
生
後
期

の
墳
丘
墓
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
調
査

結
果
に
つ
い
て
は
概
報
の
刊
行
に
と
ど
ま

り
、
そ
の
伴
出
土
器
の
内
容
が
明
ら
か
で

は
な
か
っ
た
（
橿
考
研
一
九
八
二
）。

近
年
、
同
じ
馬
見
丘
陵
の
南
西
部
で
画

文
帯
環
状
乳
神
獣
鏡
・
鉄
製
武
器
類
を
副

葬
す
る
上
牧
久
渡
三
号
墳
に
お
い
て
、
棺

内
よ
り
弥
生
後
期
型
甕
が
出
土
し
た
こ
と

に
よ
り
、
墳
丘
形
態
及
び
立
地
条
件
が
類

似
す
る
黒
石
一
〇
号
墓
と
の
比
較
が
必
要

と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
今
回
、
当
研
究
所

と
調
査
担
当
者
の
了
解
の
も
と
に
、
こ
の

土
器
の
実
測
図
を
示
し
、
今
後
の
墳
丘
墓

検
討
の
資
料
と
し
た
い
。

二
、
黒
石
一
〇
号
墓
の
概
要

黒
石
一
〇
号
墓
は
馬
見
丘
陵
の
南
東

端
、
新
山
古
墳
群
黒
石
支
群
中

の
一
辺
一
〇
．
四
ｍ
の
方
形
墓

で
あ
る
（
図
１
）。
周
溝
が
め
ぐ

り
東
辺
中
央
に
前
方
部
状
の
陸

橋
を
も
つ
。
埋
葬
施
設
は
二
基

の
組
合
式
木
棺
で
あ
る
が
副
葬

品
は
み
ら
れ
な
い
。
支
群
中
の

数
基
の
古
墳
の
中
に
お
い
て
最

高
所
に
位
置
し
、
調
査
前
に
は

前
方
後
円
墳
と
認
識
さ
れ
て
い

た
よ
う
に
、
立
地
条
件
に
お
い
て

古
墳
と
の
違
い
は
な
い
。

ま
た
、
こ
こ
か
ら
北
西
約
四
〇

〇
ｍ
に
は
馬
見
古
墳
群
最
古
の
大

型
古
墳
で
あ
る
、
前
方
後
方
墳
の

新
山
古
墳
が
位
置
す
る
。

三
、
出
土
土
器

こ
れ
ら
の
土
器
は
す
べ
て
周
溝

内
出
土
と
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
附

属
博
物
館
刊
行
の
特
別
展
図
録

『
前
方
後
方
墳
』
に
写
真
が
掲
載

さ
れ
て
お
り
、
今
回
こ
れ
ら
を
図
化

し
た
も
の
で
あ
る
（
図
２
）。

１
は
広
口
壷
の
中
で
も
口
縁
端

部
が
や
や
内
屈
す
る
タ
イ
プ
の
壷

で
あ
る
。
２
は
通
有
の
広
口
壷
の

口
縁
部
、
３
は
長
頸
壷
の
口
頸
部
、

４
は
壷
の
肩
部
で
退
化
し
た
小
さ
な
山
形

の
取
手
が
付
く
。
５
は
底
部
が
上
げ
底
と

な
る
小
型
の
鉢
で
、
底
部
側
面
周
囲
に
指

頭
圧
痕
が
残
る
。
６
は
や
や
大
型
の
器
台

の
受
部
と
思
わ
れ
る
。
７
～
11
は
壷
類
の

底
部
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
出
土
土
器
の
器
種
は
壷

が
主
体
で
、
鉢
・
器
台
が
あ
り
、
高
杯
・

甕
は
み
ら
れ
な
い
。

四
、
黒
石
一
〇
号
墓
の
築
造
時
期

出
土
土
器
の
中
で
は
広
口
壷
が
量
的
に

多
く
、
長
頸
壷
は
口
頸
部
が
や
や
短
く
小

型
化
し
て
い
る
。
ま
た
小
型
鉢
も
底
部
の

上
げ
底
化
が
進
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
特

徴
よ
り
黒
石
一
〇
号
墓
の
築
造
時
期
は
弥

生
時
代
後
期
後
半
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

大
和
と
そ
の
周
辺
地
域
の
弥
生
後
期
墳

丘
墓
は
、
高
地
性
集
落
の
居
住
域
に
近
接

し
て
立
地
す
る
例
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
。

し
か
し
黒
石
一
〇
号
墓
周
辺
に
お
い
て
は

同
時
期
の
弥
生
遺
跡
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。

黒
石
一
〇
号
墓
は
、
こ
の
時
期
、
奈
良

盆
地
に
お
い
て
方
形
墳
丘
墓
が
集
落
よ
り

離
れ
た
丘
陵
上
に
単
独
的
に
出
現
す
る
事

例
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
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一
、
は
じ
め
に

荒
池
瓦
窯
は
、「
東
大
寺
三
堺
四
至
図
」

に
記
載
さ
れ
る
「
瓦
屋
」
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。「
東
大
寺
三
堺
四
至
図
」
に
お
け
る

荒
池
瓦
窯
が
描
か
れ
て
い
る
位
置
、
荒
池

瓦
窯
周
辺
の
工
事
か
ら
興
福
寺
式
軒
瓦

（
６
３
０
１
Ａ
、
６
６
７
１
）
や
東
大
寺

式
軒
瓦
（
６
２
３
５
Ｍ
ｂ
、
６
７
３
２
Ｇ
・

ｊ
）
な
ど
が
採
集
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
東

大
寺
旧
境
内
か
ら
興
福
寺
式
軒
丸
瓦
６
３

０
１
Ｉ
・
興
福
寺
式
軒
平
瓦
６
６
７
１
Ｊ

が
出
土
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
興
福
寺
の

（
註
̍
）

瓦
屋
か
ら
操
業
途
中
で
造
東
大
寺
司
の
瓦

屋
に
所
属
が
変
わ
っ
た
と
す
る
考
え
と
、

他
の
寺
院
の
瓦
を
依
頼
受
け
作
る
こ
と
も

あ
る
が
、
操
業
期
間
を
通
し
て
興
福
寺
所

属
の
瓦
屋
で
あ
っ
た
と
い
う
考
え
が
あ
り
、

そ
の
評
価
は
定
ま
っ
て
い
な
い
。

（
註
̎
）

荒
池
瓦
窯
の
発
掘
は
、
奈
良
市
高
畑
町

の
個
人
住
宅
に
と
も
な
う
平
成
二
三
年
度

の
発
掘
調
査
で
初
め
て
そ
の
存
在
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
発
掘
調
査
で
は
灰
原
が
検

出
さ
れ
、
興
福
寺
式
軒
丸
瓦
６
３
０
１
Ｂ
・

Ｉ
、
興
福
寺
式
軒
平
瓦
６
６
７
１
Ｂ
・
Ｊ
、

丸
瓦
、
平
瓦
、
南
都
七
大
寺
式
鬼
瓦
Ⅰ
式

Ｂ
１
な
ど
が
出
土
し
た
。
そ
の
調
査
成
果

に
つ
い
て
は
、
筆
者
が
瓦
の
整
理
・
抽
出

を
手
伝
い
、
平
成
二
四
年
度
に
担
当
者
に

よ
り
概
要
報
告
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

（
註
̏
）

荒
池
瓦
窯
の
概
要
報
告
が
刊
行
さ
れ
た

同
じ
年
に
、
奈
良
教
育
大
学
か
ら
新
薬
師

寺
旧
境
内
発
掘
調
査
報
告
書
が
刊
行
さ
れ

た
。
こ
の
中
で
は
、
６
３
０
１
Ｉ
・
６
６

７
１
Ｊ
が
出
土
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て

お
り
、
荒
池
瓦
窯
で
生
産
さ
れ
た
瓦
が
新

薬
師
寺
薬
師
金
堂
の
創
建
瓦
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

（
註
̐
）

ま
た
こ
の
中
で
は
、
平
瓦
凹
面
に
「
ハ
」

字
状
痕
跡
の
残
る
も
の
が
「
文
字
瓦
」
と

し
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
と
同
じ
痕

跡
を
持
つ
平
瓦
は
、
荒
池
瓦
窯
で
も
出
土

し
て
い
た
が
、
諸
事
情
に
よ
り
概
要
報
告

に
は
掲
載
で
き
て
い
な
か
っ
た
。

荒
池
瓦
窯
と
同
笵
の
軒
瓦
が
出
土
す
る

新
薬
師
寺
で
、
荒
池
瓦
窯
と
同
じ
平
瓦
凹

面
「
ハ
」
字
状
痕
跡
が
出
土
し
た
と
い
う

こ
と
は
、
軒
瓦
と
同
様
に
荒
池
瓦
窯
産
の

瓦
を
特
定
す
る
上
で
、
こ
の
痕
跡
が
極
め

て
重
要
な
要
素
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。

平
成
二
八
年
に
は
、
岩
永
省
三
氏
に

よ
っ
て
正
倉
院
の
屋
根
か
ら
降
ろ
さ
れ
た

平
瓦
の
詳
細
な
分
析
が
報
告
さ
れ
、
そ
の

技
術
的
特
徴
か
ら
、
正
倉
院
の
屋
根
に
葺

か
れ
て
い
た
奈
良
時
代
の
桶
巻
作
り
平
瓦

が
、
荒
池
瓦
窯
産
の
平
瓦
で
あ
る
可
能
性

が
高
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
た
だ
し
正

（
註
̑
）

倉
院
の
屋
根
に
は
、
奈
良
時
代
の
軒
瓦
が

残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
新
薬
師
寺

の
よ
う
に
平
瓦
凹
面
「
ハ
」
字
状
痕
跡
が

確
認
で
き
れ
ば
、
正
倉
院
の
瓦
が
よ
り
確

実
に
荒
池
瓦
窯
産
の
瓦
で
あ
る
と
言
及
で

き
た
は
ず
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
概
要
報
告
で
「
ハ
」

字
状
痕
跡
を
掲
載
で
き
な
か
っ
た
責
任
を

果
た
す
た
め
、「
ハ
」
字
状
痕
跡
を
持
つ

平
瓦
を
紹
介
し
た
い
。
そ
し
て
こ
の
痕
跡

の
存
在
に
よ
っ
て
、
軒
瓦
が
な
く
と
も
荒

池
瓦
窯
産
の
瓦
で
あ
る
こ
と
を
周
知
さ
せ

る
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

二
、
平
瓦
凹
面
「
ハ
」
字
状
痕
跡

荒
池
瓦
窯
で
は
、
凹
面
「
ハ
」
字
状
痕

跡
を
持
つ
平
瓦
は
、
４
種
確
認
で
き
た
。

そ
れ
ぞ
れ
、
ハ
Ａ
～
Ｄ
に
分
け
て
紹
介
し

て
い
く
。

平
瓦
は
い
ず
れ
も
成
形
・
調
整
が
共
通

す
る
。
凹
面
は
未
調
整
で
、
側
板
痕
跡
と

布
目
痕
跡
が
残
る
。
凸
面
は
、
縦
縄
タ
タ

キ
が
施
さ
れ
た
の
ち
、
狭
端
側
１
／
２
～

１
／
３
に
強
い
ヨ
コ
ナ
デ
が
施
さ
れ
る
。

「
ハ
」
字
状
痕
跡
は
、
凹
面
の
広
端
側
で

の
み
確
認
さ
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
恭
仁
宮
式

文
字
瓦
や
平
城
宮
式
文
字
瓦
の
よ
う
に
押

印
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、「
ハ
」
字
状

痕
跡
を
布
目
痕
跡
が
切
っ
て
い
る
た
め
、

側
板
自
体
に
付
け
ら
れ
た
何
ら
か
の
痕
跡

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ハ
Ａ
「
ハ
」
が
狭
端
側
に
開
く
形
状
の
も

の
。「
ハ
」の
一
画
目
は
中
央
が
太
く
、
上

（
註
̒
）

下
に
向
か
っ
て
細
く
な
る
。
二
画
目
は
均

等
な
太
さ
で
、
一
画
目
に
比
べ
て
細
い
。

ハ
Ｂ
「
ハ
」
の
一
画
目
と
二
画
目
が
ほ
ぼ

平
行
し
、
二
画
目
が
逆
「
く
」
字
を
呈
す

る
も
の
。
一
画
目
の
上
部
は
二
股
に
分
か

れ
、
下
部
は
先
細
り
す
る
。
二
画
目
は
上

部
・
下
部
と
も
に
二
股
に
分
か
れ
る
。
新

薬
師
寺
旧
境
内
報
告
書
図
38
―
38

34
と
同
じ

可
能
性
が
あ
る
。

ハ
Ｃ
「
ハ
」
の
一
画
目
と
二
画
目
が
ほ
ぼ

平
行
し
、
二
画
目
が
逆
「
く
」
字
を
呈
す

る
も
の
。
一
画
目
の
上
部
は
二
股
に
分
か

れ
、
下
部
は
先
細
り
す
る
。
二
画
目
は
上

部
・
下
部
と
も
に
先
細
り
す
る
。「
ハ
」

字
状
痕
跡
の
下
方
に
縦
方
向
の
木
目
状
の

痕
跡
が
確
認
で
き
る
。

ハ
Ｄ
「
ハ
」
の
一
画
目
と
二
画
目
が
ほ
ぼ

平
行
し
、
二
画
目
が
逆
「
く
」
字
を
呈
す

る
も
の
。
一
画
目
は
二
画
目
と
比
べ
て
太

く
、
中
央
に
縦
に
長
い
線
が
確
認
で
き
る
。

二
画
目
は
上
部
・
下
部
と
も
に
先
細
り
し

荒
池
瓦
窯
産
の
瓦
を
特
定
す
る
た
め
の
新
資
料
紹
介

岡

田

雅

彦



棺

図１ 荒池瓦窯出土「ハ」字状痕跡（拓本：Ｓ=１/２、トレース・写真：Ｓ=１/１）



な
い
。
新
薬
師
寺
旧
境
内
報
告
書
図
40
―

39
・
39

41
と
同
じ
可
能
性
が
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
荒
池
瓦
窯
で
出
土
し

た
「
ハ
」
字
状
痕
跡
は
、
４
種
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

（
註
̓
）

三

ま
と
め

本
稿
で
は
、
概
要
報
告
で
掲
載
で
き
な

か
っ
た
荒
池
瓦
窯
出
土
の
凹
面
「
ハ
」
字

状
痕
跡
を
持
つ
平
瓦
を
紹
介
し
た
。
こ
の

痕
跡
は
、
平
瓦
凹
面
広
端
側
の
特
定
の
場

所
で
確
認
で
き
る
た
め
、
残
っ
て
い
れ
ば

極
め
て
認
識
し
や
す
い
痕
跡
と
い
え
る
。

ま
た
、
こ
の
痕
跡
を
見
つ
け
る
が
で
き
れ

ば
、
軒
瓦
が
出
土
し
な
く
と
も
荒
池
瓦
窯

産
の
瓦
と
見
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
重
要

な
痕
跡
で
も
あ
る
。

本
稿
に
お
け
る
紹
介
で
、
荒
池
瓦
窯
産

の
瓦
の
特
徴
が
広
く
認
識
さ
れ
、
そ
の
存

在
が
新
薬
師
寺
以
外
の
遺
跡
で
も
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
荒
池

瓦
窯
の
所
属
に
関
す
る
研
究
は
、
よ
り
進

展
し
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
っ
て
、
興
福

寺
薮
中
五
百
樹
氏
、
奈
良
市
教
育
委
員
会

原
田
憲
二
郎
氏
、
大
阪
府
文
化
財
セ
ン

タ
ー
奥
村
茂
輝
氏
に
は
、
荒
池
瓦
窯
、
興

福
寺
式
軒
瓦
な
ど
に
つ
い
て
、
多
く
の
ご

教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。
深
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

註（
１
）
平
松
良
雄
「
東
大
寺
境
内
の
６
３
０
１

―
６
６
７
１
の
出
土
傾
向
に
つ
い
て
」

『
東
大
寺
成
立
過
程
の
研
究

平
成
一

〇
年
度
～
平
成
一
一
年
度
科
学
研
究
費

補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
）（
二
））
研

究
報
告
書
』
二
〇
〇
一
、

（
２
）
前
者
に
つ
い
て
は
、
堀
池
春
峰
「
造
東

大
寺
瓦
屋
と
興
福
寺
瓦
窯
址
」『
日
本
歴

史
』
一
九
七
日
本
歴
史
学
会
一
九
六
四
、

奥
村
茂
輝
「
造
東
大
寺
司
造
瓦
所
と
瓦

屋
」『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
』
五
九
三
東
京

国
立
博
物
館
二
〇
〇
四
な
ど
が
あ
り
、

後
者
に
つ
い
て
は
薮
中
五
百
樹
「
興
福

寺
と
荒
池
瓦
窯
の
瓦
」『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ

Ｍ
』
五
九
三
東
京
国
立
博
物
館
二
〇
〇

四
な
ど
が
あ
る
。

（
３
）
渡
辺
和
仁
「
名
勝
奈
良
公
園
・
荒
池
瓦

窯
跡
」『
奈
良
県
遺
跡
調
査
概
報
二
〇
一

一
年
度
』
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究

所
二
〇
一
二

（
４
）
奈
良
教
育
大
学
『
新
薬
師
寺
旧
境
内
―

奈
良
教
育
大
学
構
内
遺
跡
の
埋
蔵
文
化

財
発
掘
調
査
報
告
書
―
』
二
〇
一
二

（
５
）
岩
永
省
三
「
正
倉
院
正
倉
の
奈
良
時
代

平
瓦
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」『
正
倉
院
紀
要

第
三
八
号
』
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
二

〇
一
六

（
６
）
図
面
は
、
狭
端
側
が
上
に
な
る
よ
う
に

配
置
し
て
い
る
。

款

（
７
）
た
だ
し
ハ
Ｂ
～
Ｄ
は
、
ハ
の
一
画
目
と

二
画
目
が
ほ
ぼ
平
行
し
そ
の
間
隔
が
同

じ
で
あ
る
こ
と
、
二
画
目
が
逆
「
く
」

字
を
呈
す
る
こ
と
、
一
画
目
の
上
部
が

二
股
に
分
か
れ
下
部
は
先
細
り
す
る
こ

と
、
痕
跡
周
辺
の
側
板
痕
跡
が
似
て
い

る
こ
と
な
ど
が
共
通
し
て
お
り
、
同
じ

痕
跡
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
ハ
Ｃ
の

「
ハ
」
字
状
痕
跡
の
下
方
に
は
、
ハ
Ｂ

に
は
な
い
木
目
が
確
認
で
き
る
こ
と
、

ハ
Ｂ
二
画
目
上
部
の
二
股
部
分
が
ハ
Ｃ

で
は
つ
な
が
る
よ
う
に
み
え
る
こ
と
か

ら
、
ハ
Ｂ
→
ハ
Ｃ
と
な
る
可
能
性
が
高

い
。
ハ
Ｄ
は
、
一
画
目
に
縦
線
が
入
る

が
、
そ
の
縦
線
は
ハ
Ｃ
下
方
の
木
目
位

置
と
同
じ
場
所
に
あ
り
、
木
目
部
分
が

割
れ
た
と
推
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。
以
上
か
ら
、
ハ
Ｂ
→
ハ
Ｃ
→
ハ
Ｄ

と
痕
跡
が
変
遷
す
る
蓋
然
性
は
高
い
。

寧
夏
文
物
考
古
研
究
所
と
奈
良
県
立
橿

原
考
古
学
研
究
所
が
締
結
す
る
友
好
共
同

交
流
協
定
書
に
よ
り
、
二
〇
一
六
年
八
月

二
二
日
か
ら
二
〇
一
七
年
六
月
二
二
日
ま

で
、
私
は
日
本
で
一
〇
ヶ
月
の
研
修
を
行

う
機
会
を
得
ま
し
た
。
こ
の
間
、
日
本
の

発
掘
調
査
、
文
化
財
管
理
・
保
護
の
現
状

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
古
代

墳
墓
壁
画
研
究
の
た
め
に
日
本
に
あ
る
資

料
を
収
集
し
、
日
本
語
も
学
び
ま
し
た
。

以
下
は
、
日
本
で
の
私
の
研
修
の
概
要

と
収
穫
・
感
想
の
報
告
で
す
。

一
、
日
常
生
活
と
日
本
語
学
習

私
が
日
本
で
借
り
た
ア
パ
ー
ト
は
、
ピ

ン
ク
色
の
三
階
建
て
で
、
ア
パ
ー
ト
の
前

は
常
に
澄
み
き
っ
た
高
取
川
が
流
れ
、
河

辺
に
は
絶
え
ず
さ
ま
ざ
ま
な
野
の
花
が
咲

い
て
い
ま
し
た
。
四
月
に
は
、
河
辺
に
満

開
の
桜
が
満
ち
溢
れ
、
私
の
ア
パ
ー
ト
の

前
は
花
の
海
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
ア

パ
ー
ト
の
部
屋
は
一
人
暮
ら
し
用
で
中
国

の
部
屋
と
比
べ
る
と
と
て
も
小
さ
か
っ
た

の
で
す
が
、
日
常
生
活
の
用
具
は
そ
ろ
っ

て
お
り
、
近
く
に
は
コ
ン
ビ
ニ
が
あ
っ
て
、

生
活
す
る
に
は
と
て
も
便
利
で
し
た
。

私
の
ア
パ
ー
ト
か
ら
橿
原
考
古
学
研
究

所
ま
で
通
う
の
に
、
有
名
な
橿
原
神
宮
の

敷
地
の
な
か
を
通
っ
て
お
り
ま
し
た
。
研

橿
原
考
古
学
研
究
所
研
修
記
（
上
）

寧
夏
文
物
考
古
研
究
所

馬

暁

玲



究
所
か
ら
借
り
た
自
転
車
が
あ
り
ま
し
た

が
、
私
は
歩
い
て
行
く
の
が
好
き
で
し
た
。

神
宮
の
な
か
に
あ
る
小
さ
い
水
田
、
深
田

池
に
遊
ぶ
水
鳥
と
亀
、
歴
史
的
建
造
物
等
、

私
は
毎
日
こ
れ
ら
の
情
景
に
引
き
つ
け
ら

れ
、
歩
み
を
止
め
ま
し
た
。
ま
る
で
浄
土

の
よ
う
な
静
け
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
私
の

研
修
室
は
研
究
所
の
本
館
の
北
東
に
位
置

し
て
お
り
、
窓
の
外
に
は
樹
木
で
覆
わ
れ

た
有
名
な
大
和
三
山
の
一
つ
、
畝
傍
山
を

望
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

日
本
語
学
習
は
主
に
、
橿
原
市
今
井
町

に
あ
る
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
し

た
。
学
生
達
は
大
部
分
が
東
南
ア
ジ
ア
諸

国
か
ら
来
て
お
り
、
ほ
か
に
ア
メ
リ
カ
人

や
ア
フ
リ
カ
人
が
お
り
ま
し
た
。
先
生
は

す
べ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
熱
心
か
つ
根

気
強
く
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
教
材

を
使
っ
た
授
業
以
外
で
は
、
先
生
方
は
各

学
生
の
出
身
国
の
風
土
と
習
慣
に
と
て
も

興
味
を
も
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
関
す
る
会

話
を
し
ま
し
た
。
私
は
あ
ま
り
多
く
の
日

本
語
を
話
せ
な
い
の
で
、
漢
字
と
片
言
の

英
語
で
、
た
ど
た
ど
し
く
も
楽
し
く
意
志

の
疎
通
を
は
か
っ
て
お
り
ま
し
た
。
ほ
か

に
、
毎
週
火
曜
日
夜
と
時
々
昼
間
の
時
間

を
使
っ
て
、
研
究
所
の
若
い
所
員
と
一
緒

に
、
日
本
語
と
中
国
語
の
相
互
学
習
を
行

い
ま
し
た
。

中
国
と
同
様
に
、
日
本
に
も
多
く
の
伝

統
的
な
祝
日
や
慣
習
が
あ
っ
て
、
私
に
日

本
の
文
化
を
体
験
さ
せ
る
た
め
、
研
究
所

が
差
配
し
て
、
一
年
に
一
度
の
月
見
会
・

忘
年
会
・
新
年
会
等
へ
参
加
さ
せ
て
い
だ

き
ま
し
た
。
新
年
に
は
、
私
は
橿
原
神
宮

へ
初
詣
に
行
き
、
菅
谷
所
長
の
家
で
は
皆

と
一
緒
に
日
本
式
の
新
年
の
あ
い
さ
つ
と

と
て
も
美
し
く
お
い
し
い
ご
ち
そ
う
を
経

験
し
ま
し
た
。
ま
た
、
奈
良
公
園
で
は
若

草
山
の
山
焼
き
を
見
ま
し
た
。
春
の
訪
れ

の
頃
に
は
、
東
大
寺
二
月
堂
で
伝
統
的
な

行
事
で
あ
る
修
二
会
（
お
水
取
り
）
も
見

ま
し
た
。
桜
の
満
開
の
時
期
に
は
、
と
て

も
き
れ
い
な
和
服
を
着
て
花
見
を
し
ま
し

た
。

こ
れ
ら
は
す
べ
て
私
に
と
っ
て
忘
れ
難

い
貴
重
な
日
本
文
化
の
体
験
で
、
日
本
の

伝
統
文
化
が
、
現
在
の
日
本
人
の
生
活
の

な
か
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ

さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

二
、
日
本
考
古
学
・
歴
史
学
の
学
習

①
発
掘
調
査

日
本
考
古
学
の
発
掘
調
査
の
方
法
を
理

解
す
る
こ
と
は
、
私
の
今
回
の
研
修
目
的

の
一
つ
で
し
た
。
二
〇
一
六
年
一
〇
月
か

ら
、
私
は
研
究
所
が
行
っ
て
い
る
御
所
市

中
西
遺
跡
第
二
六
次
調
査
に
参
加
し
ま
し

た
。
調
査
区
の
範
囲
は
比
較
的
大
き
く
、

弥
生
時
代
前
期
の
水
田
遺
構
が
検
出
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
私
は
こ
の
発
掘
現
場
で
以

下
の
こ
と
に
注
目
し
ま
し
た
。
発
掘
現
場

参
加
初
日
で
す
が
、
発
掘
作
業
員
が
検
出

し
た
遺
構
の
輪
郭
に
石
灰
で
線
を
入
れ
て

お
り
、
離
れ
た
場
所
か
ら
で
も
非
常
に

は
っ
き
り
と
見
え
た
こ
と
、
ベ
ル
ト
コ
ン

ベ
ヤ
ー
を
使
っ
て
排
土
を
運
び
、
作
業
効

率
を
上
げ
て
い
た
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
は
、

発
掘
調
査
の
途
中
と
終
盤
に
、
ト
ー
タ
ル

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
測
量
と
航
空
撮
影
・

測
量
を
行
っ
て
い
た
こ
と
、
遺
構
の
掘
削

土
も
整
理
の
対
象
と
し
て
、
水
で
洗
い
ふ

る
い
に
か
け
て
最
大
限
の
資
料
の
収
集
に

努
め
て
い
た
こ
と
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
私
は
何
度
も
現
地
検
討
会

に
参
加
し
ま
し
た
。
吉
野
町
宮
滝
遺
跡
、

桜
井
市
吉
備
池
廃
寺
、
大
阪
府
八
尾
市
弓

削
寺
跡
、
橿
原
市
石
川
土
城
遺
跡
、
五
條

市
五
条
猫
塚
古
墳
、
明
日
香
村
小
山
田
古

墳
な
ど
の
多
数
の
遺
跡
の
発
掘
現
場
を
見

学
し
ま
し
た
。

以
上
の
発
掘
調
査
へ
の
参
加
や
発
掘
現

場
見
学
に
よ
り
、
層
位
学
や
型
式
学
な
ど

の
伝
統
的
な
考
古
学
の
方
法
だ
け
で
は
な

い
日
本
考
古
学
の
方
法
を
私
は
理
解
し
ま

し
た
。
ま
た
、
植
物
考
古
学
、
動
物
考
古

学
、
金
属
考
古
学
な
ど
の
各
種
の
保
存
科

学
技
術
を
応
用
し
た
考
古
学
も
普
遍
的
に

み
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

②
博
物
館
参
観

あ
る
地
域
の
歴
史
と
文
化
を
理
解
し
た

歓

写
真
１

高
取
川
河
辺
の
桜
（
筆
者
撮
影
）

写
真
２

中
西
遺
跡
の
発
掘
調
査
風
景



け
れ
ば
、
博
物
館
は
最
良
の
場
所
で
す
。

来
日
後
、
研
究
所
の
差
配
の
も
と
、
私
は

多
く
の
私
の
専
門
分
野
や
考
古
学
と
関
連

す
る
博
物
館
を
見
学
し
ま
し
た
。
主
な
も

の
は
、
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
附

属
博
物
館
、
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
、

奈
良
国
立
博
物
館
、
京
都
国
立
博
物
館
、

天
理
大
学
附
属
天
理
参
考
館
、
白
鶴
美
術

館
、
東
京
国
立
博
物
館
、
早
稲
田
大
学
會

津
八
一
記
念
博
物
館
、
九
州
国
立
博
物
館
、

福
岡
市
博
物
館
、
佐
賀
県
立
九
州
陶
磁
文

化
館
、
泉
屋
博
古
館
、
大
阪
歴
史
博
物
館

な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
の
博
物
館
見
学
を
通

じ
て
、
日
本
の
各
地
の
歴
史
と
文
化
に
つ

い
て
の
基
礎
的
な
知
識
を
得
た
だ
け
で
は

な
く
、
日
本
の
博
物
館
の
展
示
理
念
、
収

蔵
管
理
、
研
究
な
ど
の
方
面
で
の
博
物
館

運
営
が
成
功
す
る
た
め
の
方
策
を
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
私
自
身
が

中
国
に
お
い
て
、
関
連
す
る
事
業
を
推
進

す
る
時
に
は
、
非
常
に
参
考
と
な
り
得
る

も
の
で
し
た
。

③
史
跡
（
遺
跡
公
園
）
の
見
学

中
国
考
古
学
に
お
け
る
発
掘
調
査
の
進

展
に
よ
っ
て
、
い
く
つ
か
の
重
要
な
遺
跡

の
遺
構
展
示
と
活
用
も
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
東
大
寺
、
興
福
寺
、
唐

招
提
寺
、
唐
古
・
鍵
遺
跡
、
馬
見
古
墳
群

（
馬
見
丘
陵
公
園
）、
新
沢
千
塚
古
墳
群
、

平
城
宮
跡
、
藤
原
宮
跡
、
飛
鳥
宮
跡
、
高

松
塚
古
墳
・
キ
ト
ラ
古
墳
（
飛
鳥
歴
史
公

園
）、
高
取
城
跡
、
高
野
山
金
剛
峯
寺
、
近

つ
飛
鳥
風
土
記
の
丘
（
近
つ
飛
鳥
博
物

館
）、
吉
野
ケ
里
遺
跡
、
熊
本
県
立
装
飾
古

墳
館
、
鴻
臚
館
跡
な
ど
の
遺
跡
公
園
の
参

観
を
通
し
て
、
様
々
な
検
討
を
経
た
上
で

整
備
保
護
さ
れ
た
歴
史
文
化
遺
産
の
展
示

と
活
用
事
例
と
し
て
、
非
常
に
参
考
と
な

り
ま
し
た
。

④
日
本
の
古
代
美
術
史
の
学
習

日
本
の
装
飾
古
墳
・
壁
画
古
墳
の
内
容

を
理
解
す
る
こ
と
が
今
回
の
私
の
研
修
に

お
け
る
目
的
の
一
つ
で
し
た
。
来
日
前
は
、

こ
の
方
面
の
知
見
は
あ
ま
り
多
く
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
研
修
期
間
中
、
研
究
所

の
差
配
に
よ
っ
て
、
私
は
奈
良
県
内
の
壁

画
古
墳
と
熊
本
県
内
の
装
飾
古
墳
を
実
見

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
考
古
学
と
中

国
語
に
精
通
さ
れ
て
い
る
菅
谷
所
長
に
よ

る
日
本
の
古
代
墳
墓
・
寺
院
、
歴
史
的
建

造
物
に
つ
い
て
、
美
術
史
的
見
地
か
ら
の

特
別
講
義
が
十
数
回
あ
り
ま
し
た
。
今
回

の
研
修
に
お
い
て
と
て
も
重
要
な
収
穫
と

な
り
ま
し
た
。

⑤
学
会
へ
の
参
加
と
学
術
交
流

研
修
期
間
中
、
研
究
所
が
企
画
し
た
各

種
の
講
座
を
聴
講
す
る
以
外
に
、
京
都
府

立
大
学
で
開
催
さ
れ
た
日
本
中
国
考
古
学

会
、
京
都
大
学
生
存
圏
研
究
所
開
催
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
木
の
文
化
と
科
学
XVI
木
の

文
化
と
科
学
の
今
、
そ
し
て
未
来
」、
早
稲

田
大
学
で
開
催
さ
れ
た
第
一
〇
回
ア
ジ
ア

考
古
学
四
学
会
合
同
講
演
会
に
参
加
し
ま

し
た
。
こ
れ
ら
以
外
に
、
中
国
か
ら
橿
原

考
古
学
研
究
所
に
招
聘
さ
れ
た
西
北
大
学

文
化
遺
産
学
院
の
先
生
方
と
と
も
に
国
際

学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ユ
ー
ラ
シ
ア
か
ら

の
ま
な
ざ
し
」
に
参
加
し
、
講
演
も
行
い

ま
し
た
。

（
以
下
、
一
五
二
号
に
続
く
）

汗

写
真
５

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ユ
ー
ラ
シ
ア

か
ら
の
ま
な
ざ
し
」
講
演
風
景

写
真
４

大
阪
歴
史
博
物
館
見
学
風
景

写
真
３

九
州
国
立
博
物
館
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の

見
学
風
景



人
の
動
き

〔
退
職

平
成
二
八
年
六
月
三
〇
日
付
〕

柳
田

明
進

資
料
課
主
任
技
師

→
奈
良
文
化
財
研
究
所
研
究

員

〔
退
職

平
成
二
九
年
三
月
三
一
日
付
〕

木
下

亘

附
属
博
物
館
副
館
長
（
定

年
）

須
藤

好
直

資
料
課
長
（
定
年
）

井
上

主
税

企
画
課
主
任
研
究
員

→
関
西
大
学
文
学
部
准
教
授

西
川
加
奈
子

調
査
課
嘱
託
職
員

→
大
和
郡
山
市
教
育
委
員
会

文
化
財
課
技
師

天
野

歩

附
属
博
物
館
嘱
託
職
員

→
木
津
川
市
教
育
委
員
会

文
化
財
保
護
課
技
師

〔
退
職

平
成
二
九
年
五
月
三
一
日
付
〕

松
下

裕
彦

総
務
課
長

〔
転
出

平
成
二
九
年
三
月
三
一
日
付
〕

岡
林

孝
作

調
査
課
長

→
文
化
財
保
存
課
課
長
補
佐

光
石

鳴
巳

調
査
課
指
導
研
究
員

→
文
化
財
保
存
課
調
整
員

坂
口

真
理

総
務
課
主
任
主
査

→
大
淀
養
護
学
校
係
長

岡
田

雅
彦

調
査
課
主
任
研
究
員

→
文
化
財
保
存
課
主
査

〔
採
用

平
成
二
九
年
四
月
一
日
付
〕

鈴
木

朋
美

調
査
課
技
師

齊
藤

希

調
査
課
技
師

河
﨑

衣
美

資
料
課
技
師

勝
川

若
奈

附
属
博
物
館
学
芸
課
技
師

神
所

尚
暉

調
査
課
嘱
託
職
員

〔
転
入
・
所
内
異
動

平
成
二
九
年
四
月
一
日
付
〕

豊
岡

卓
之

企
画
部
長

→
副
所
長
兼
附
属
博
物
館
長

入
倉

徳
裕

文
化
財
保
存
課
主
幹

→
企
画
部
長
兼
附
属
博
物
館

副
館
長

川
上

洋
一

文
化
財
保
存
課
調
整
員

→
調
査
課
長

卜
部

行
弘

資
料
課
係
長

→
資
料
課
長

水
野

敏
典

企
画
課
係
長

→
資
料
課
係
長

鈴
木

裕
明

企
画
課
指
導
研
究
員

→
企
画
課
係
長

藤
元

正
太

文
化
財
保
存
課
主
査

→
調
査
課
主
任
研
究
員

高
木

清
生

調
査
課
主
任
研
究
員

→
企
画
課
主
任
研
究
員

〔
転
入

平
成
二
九
年
六
月
一
日
付
〕

伊
豆

充
弘

会
計
局
会
計
課
係
長

→
総
務
課
長

〔
所
内
異
動平

成
二
九
年
三
月
一
日
付
〕

杉
山

拓
己

調
査
課
主
任
研
究
員

→
企
画
課
主
任
研
究
員

〔
昇
任

平
成
二
九
年
四
月
一
日
付
〕

岡
見

知
紀

主
任
技
師

→
主
任
研
究
員

海
外
交
流

派
遣
：

中
国
陝
西
省
（
西
北
大
学
・
陝
西
省
考

古
研
究
院
）
へ
派
遣
し
て
い
た
岡
見
知
紀

所
員
は
三
月
一
七
日
に
研
修
を
終
え
、
帰

国
し
ま
し
た
。

受
入
：

一
月
か
ら
当
研
究
所
で
研
修
さ
れ
て
い

た
韓
国
国
立
羅
州
文
化
財
研
究
所
の
李
志

映
氏
は
、
三
月
一
〇
日
に
帰
国
さ
れ
ま
し

た
。中

国
陝
西
省
考
古
研
究
院
の
曹
龍
氏

が
、
二
月
二
八
日
か
ら
三
月
三
〇
日
ま
で

当
研
究
所
で
研
修
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
八
月
か
ら
当
研
究
所
で
研
修
さ
れ

て
い
た
中
国
寧
夏
文
物
考
古
研
究
所
の
馬

暁
玲
氏
は
、
六
月
二
二
日
に
帰
国
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
同
研
究
所
か
ら
王
宇
氏
が
六

月
一
六
日
に
来
所
さ
れ
、
一
〇
ヶ
月
間
の

予
定
で
研
修
を
行
い
ま
す
。

附
属
博
物
館
展
示
案
内

速
報
展

「
大
和
を
掘
る
３５

―
二
〇
一
六
年
度
発
掘
速
報
展
―
」

二
〇
一
六
年
度
に
発
掘
調
査
さ
れ
た
奈

良
県
内
の
遺
跡
か
ら
約
三
〇
遺
跡
を
選

び
、
出
土
遺
物
・
調
査
写
真
パ
ネ
ル
を
展

示
し
、
最
新
の
発
掘
調
査
成
果
を
紹
介
し

ま
す
。

開
催
期
間
：
平
成
二
九
年
七
月
一
五
日

（
土
）～
九
月
三
日（
日
）

講
演
会
：
七
月
二
二
日
、
八
月
五
日
、
八

月
一
九
日
、
九
月
二
日
の
各
土

曜
日
（
午
後
一
時
開
始
）
に
遺

跡
発
掘
調
査
報
告
会
「
土
曜
講

座
」
を
開
催
し
ま
す
。

橿
考
研
創
立
八
〇
周
年
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

秋
季
特
別
展

「
黒
塚
古
墳
の
す
べ
て
」

三
角
縁
神
獣
鏡
三
三
面
の
出
土
を
は
じ

め
と
す
る
天
理
市
黒
塚
古
墳
の
調
査
成
果

は
、
古
墳
研
究
に
様
々
な
問
題
を
提
起
し

ま
し
た
。
発
掘
調
査
か
ら
二
〇
年
と
な
る

本
年
、
進
展
し
た
研
究
成
果
に
基
づ
き
、

そ
の
全
貌
を
紹
介
し
ま
す
。

開
催
期
間
：
平
成
二
九
年
一
〇
月
七
日

（
土
）～
一
一
月
二
六
日（
日
）

漢


